
































エ・アト節のトキ解釈を自然なものとするためには，むしろこれらが基本的に   



























ていることをあらわしていると考えられる。（5）に対するこのタイプの例外   
マエ・アト節のトキ解釈  CI1 
には，竹沢1993の述べるように，「マエ」「アト」という形態と，節内の述部と  
の間に数量表現などの，別の要素（例文（6）（7）で言えばそれぞれ「一年  










れもあり得ないということになる。   
例文（4）についても，「日本に来る」という出来事は，「調べてみた」とい  
う主節の出来事よりも，また，発話時よりも時間的に前なので，主節時基準で  










2．当該のマエ・アト節の諸特徴   
問題のマエ・アト節が（5）（8）の原則に従わない原因を明らかにするに   
橋 本   修  52  
は，問題のマユ・アト節を含む，各部分のトキ関係を，細かく見ていく必要が  
ある。本宿は，以下のようなトキ分析を行って問題の解決を図る。  


















「雨が降る」の指す時点 ＝ 「まえ」の基準点  
という形であらわすことができるであろう。一方（12）でも，「あと」が指し  
ている時点の基準になっているのは連体修飾節「鴨が北へ渡った」である。ト  
キ指示という観点から書き直せば，   

























これは具体的には，   
橋 本   修  54  
（17）「まえ」にかかる修飾節のル形は，修飾節の指す時点の方が主節の指  






23 マエ・アト節を含む文全体のトキ解釈   
ここまでの考察を踏まえて，マエ・アト節を含む文全体のトキ解釈をおこな  
う。論述の都合上，  
① 「まえ」「あと」が指す時点と，主節（の述部）の指す時点とが一致す  
る場合   





の場合である。   
先に，①の場合について考えてみる。この場合，トキ解釈は以下のようになっ  




る。   
マエ・7ト節のトキ解釈   
「まえ」の指す時点  ＝「電話をかけた」が指す時点  
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また，例文   
橋 本   修   56  

























（5）マエ・アト節のル／夕形は，主節との時間関係を示す   


























① マエ・アト節（の中の連体節）の述部ル／夕形は，従属節の指す時点と，  
名詞「まえ」「あと」の指す時点との前後関係をあらわしているのであっ   
橋 本   修  58  
て，従属節の指す時点と主節の指す時点との前後関係を直接あらわしてい  
るとは言えない。  
② マエ・アト節のこのような振る舞いは，名詞「まえ」「あと」が普通の名  
詞とは異なり，時点を指すことができるという性質に支えられている。  
以上の結論を踏まえて，今後明らかにすべき点は，以下のような点であると  

























状態述語は出現しにくく（「まえ」「あと」が時間的前後関係でなく空間   
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